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【投稿規定】 

1 . 投  稿  資  格  

愛知、岐阜、静岡、三重県の産婦人科医及び編集委員会で承認された医師。 

2 . 著 作 権 

掲載された論文の著作権は本研究会に帰属する。 

3 . 論文の受理   

他誌に未発表の論文で、二重投稿および同時投稿を禁ずる。論文は以下に述べる投稿規定を満た     すもの
に限る。著者は「総説」3 名以内、「原著」は8 名以内、それ以外の「症例報告」「手術手技」は5   名以内とする。
ただし、多施設共同研究に関しては別枠で扱う。多施設共同研究における共著者人数は論文毎に編集担当
幹事合議のもとに決定する。本誌に投稿される場合には,『論文投稿時    のチェック項目』を併せて提出する。 

4 . 論文の種類   

「総説」、「原著」、「症例報告」、「手術手技」の4 種類とし、その種別を明記すること。1）論文の記載の順
序は、以下のごとくとする。 

表紙、 概要（800 字以内）、5 語以内のキーワード（ 英語で、Medical Subject Headings 
（MESH,Index      Medicusを参考にして記載）、緒言、方法、成績、考案、文献、図表、図の説明文として、
それぞれは新たなページから始めて記載する。表紙には種目、表題、英語タイト     ル、著者     名（英語
表記も）、所属（英語表記も）、および著者連絡先（氏名、連絡先住所、電話、FAX、E-Mail）、共著者の中の
責任著者（Corresponding author）を明記すること。 

2）   診療は、極めて稀有な症例、新しい診断法および治療法など、今後の実施臨床において有益となる論文
を掲載するものである。しかしながら、一旦発表された論文は会員内にとどまらず、   広く世間に発信される
ことが想定されるため下記の倫理的配慮を遵守して記載する。 

5 . インフォームド・コンセント、倫理的配慮 

論文の投稿にあたっては、「ヘルシンキ宣言」、文部科学省・厚生労働省「人を対象とする医学 系研究に関
する倫理指針」、および外科関連学会協議会「症例報告を含む医学論文及び学会研究 会発表における患
者プライバシー保護に関する指針」などの倫理指針、その他、国や施設等の倫 理指針を遵守する。臨床研
究に基づいた「原著」については倫理委員会の承認済みであることを 明記する。また，個人情報保護法を
遵守し個人情報の特定が可能になる情報や内容の記載は禁ず る。特に症例報告においては患者のプライ
バシー保護の面から個人が特定されないよう，氏名， 生年月日，来院日，手術日等を明記せず臨床経過
がわかるように記述して投稿するものとし，匿 名化が困難な場合には患者の同意を必要とする（同意を得
たことは本文中に記載）。「症例報   告」および「手術手技」については必要に応じて対象となる患者の同意
文書の提出を求める場合 がある。当面、９例までのケース・シリーズの記述的研究は、原則として症例報告
と同様に扱う が、後ろ向きに診療録を調べるような内容でも、対象群と比較するものや通常の診療行為を
超え るもの等は「研究」の範疇に入るものとする。 

編集委員または査読者より本項目について疑義を指摘された際は、著者より適切な対応がなされ 
なかった場合は論文が不採用となる。さらに、二重投稿・剽窃・盗作など論文投稿に関連した不 正行為が
明らかになった場合は、採用決定後でも論文が編集委員会判断により撤回される。 
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6 . 論文の長さ   

刷り上りで10 頁以内とする。1 頁はおおよそ1,500 字に相当する。ただし、図、表および写
真は原則として600 字として換算する。 

7 . 統  計  解  析  

統計解析を行う場合は、統計処理法を必ず明記する。 

8 .    原稿の記載   

原則として常用漢字と現代かなづかいを使用し記載する。学術用語は、日本産科婦人科学会およ    
び日本医学会の所定に従う。マイクロソフト・ワードを用いて、標準書式あるいはそれに準
ずる書式で作成し、ページ番号と行番号を入れて記記載する。薬品名などの科学用語は必ず原語
を用     いる。なお薬品名は商品名だけでなく、一般名を用いて記載する。表紙から文献ま
で通しのペー ジを入れて記載する。 

1） 図、表および写真は、本文中ではなく、マイクロソフト・パワーポイントを用い、図表は

各々 

1 点ずつ1 ページで作成する。図表はモノクロ掲載が原則で、カラーの図表はグレース
ケールに変換して作成する。カラー掲載希望の場合は実費負担とする。図1、表1 のごと
く順番を付し、挿入位置を本文中に明示する。写真は図として通し番号をつけて表記
する。 

2） 表はパワーポイントで作成し、表の上方に表の番号・タイトル・（例：表1 対象の臨床的
背景）をつけ、必要に応じて表の下方に略号や統計結果、などの説明を脚注の形で表記す
る。 

3） 図および写真はパワーポイントで作成し、図・写真の説明文にそのタイトルと解説を記載す

る 

（図や写真にタイトルなどは直接書き込まないようにする）。すでに刊行されている雑誌や著
者 から図表を引用する場合には、著作権を有する出版社あるいは学会、著者などから了承
を得た上、図表に文献の記載順序に従って出典を明らかにする。 

4） 画像データはパワーポイントファイルで保存する。 

 

9 . 単位、記号   

ｍ、cm、mm、μm、mg、μg、l、ml、 ̊C、pH、N、mEq/l、Sv、Gy、Bq  など基本的にはSI単
位を使用する。数字は算用数字を用いる。 

10. 英語のつづり 

米国式とし（例：center、estrogen、gynecology）。半角タイプする。また、外国人名、薬品名な
どの科学用語は、原語を用いること。固有名詞、ドイツ語名詞の頭文字は大文字とする。 

11. 文献の引用   

論文に直接関係のあるものにとどめ、本文引用順に並べて、文献番号を１、２、３・・・と付け 
る。本邦の雑誌名は各雑誌により決められている略称を用い、欧文誌はIndex Medicusに従  
って記載する。著者名は3 名までを明記し、それ以上は「・・・ほか」あるいは「・・・et 
al.」と略して      記載する。本文中では引用部位の右肩に文献番号1).2).・・・を付ける。複数の文献番
号を付ける場合、1). 2).、あるいは1) -3)、あるいは1). 2) -5) のように記載する。 
（例）1．Hammond C B,Weed J C Jr.,Currie J L.,  et al.  The role of operation in the 

current therapy of gestational trophoblastic disease. Am J Obstet Gynecol 
1980;136:844-858 

2. 岡本三郎、谷村二郎。月経異常の臨床的研究。日産婦誌       1976;28:86-90 

3. 新井太郎、加藤和夫、高橋  誠。子宮頚癌の手術。塚本  治、山下清臣  編  現代産婦人科学、 
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㈼東京：神田書店、1976; 162-168 

4. Takatsuki K,Uchiyama T,Sagawa K, et al. Adult T-cell leukemia in Japan. In Hematology. 

Amstrerdam: Excerpta Medica,1977;73-77 
 

12. 利益相反について 

論文の末尾（文献の前）に、原稿内に論じられている主題または資料について利益相反の有無を明 記する。
開示すべき事項などの詳細は※日本産科婦人科内視鏡学会ホームページ（http://www. jsgoe.jp/）内
のCOI（利益相反）指針を参照する。 

① 利益相反ありの場合「利益相反：該当著者名（該当項目：企業名）」例）「利益相反：内視鏡太郎 

（株式の保有：□□製薬）」 

② 利益相反なしの場合「利益相反：なし」 

13. 論  文の採否   

論文の採否は査読を経て編集会議で決定する。 

14. 印  刷の初校
著者が行う。 

ただし、原則として校正は誤字・脱字以外の変更は認めない。 
 

15. 掲載料、投稿料 

投稿論文1題に付き、手数料として￥5,000円を支払うものとする。カラー写真・図は印刷に要する 

費用を全額著者負担とする。 

16. 別 冊 

別冊の希望部数は著者校正の際に、事務局宛に必要部数を依頼する。別冊代およびその郵送料は全 

額著者負担とする。 

17. 投  稿  方  法  

論文投稿は、下記へメール添付にて送付する。『論文投稿時のチェックリスト』のスキャナもメー   ルに添付するこ
と。ファイルサイズは5MB以下とすること。事務局にて受信後、ほどなく受領メ   ールを返信するので、返信が
届かない場合は、下記へその旨を連絡する。原則はメール投稿とし、 メール投稿が困難な場合のみ、出力原
稿1 部およびデータ（CDROM）を郵送する。 
ディスクラベルには著者名および使用したソフト名・バージョンを明記すること。手数料は筆頭   著書の名前で
下記に振込し、振込受領証のコピーまたは電子画像（スキャナまたはカメラ）を論   文投稿とともに送付または
メールに添付する。領収証は発行しないので、振込の際の受領証を領   収証とする。 

原 稿 送 付 先：東海産婦人科内視鏡手術研究会事務局 

〒470-1192 愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪1-98 
藤田医科大学医学部 産婦人科学教室 
E-Mail：tsgoe.submit@gmail.com 
 Tel：0562-93-9294（医局） 

Fax：0562-95-1821 

http://www/
http://www/
mailto:tkendoscopsurgery@gmail.com
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投稿料振込先：三井住友銀行     名古屋駅前支店（店番号402） 

普通   7453220   東海産婦人科内視鏡手術研究会   代表世話人   廣田   穰 

18. 投稿規定の改変はそのつど編集委員会によって行い、世話人会の承認を受ける。改定 

2018 年10 月1 日 


